
国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

ガバナンス改革関連

戦略統括会議
企画戦略本部に大学全体の戦略立案だけではなく着実な
実行に向けて指揮、統括を行う機能を付加し、名称を新た
に戦略統括会議として平成29年４月に設置した。さらに18
あった企画立案組織等を廃止し、戦略統括会議の下に４
つの企画立案執行組織(「広報・社会連携本部」「教育・国
際連携本部」「研究・産学連携本部」「キャンパスマネジメ
ント本部」)を配置した。戦略統括会議の構成員には、各
本部の実務面を支える事務局部長を追加(従来の構成員
は４つの本部長である理事、学長指名の各学院長等と
なっている)し、執行部・部局・事務局が一体となって、企
画立案・執行までを連携して行う運営体制を整備した。

留学生就職ガイダンス
学生支援センターキャリア支援部門において、平成29年11月に「留学生就職ガイダンス」を全留学生対象に実施した。実施にあ
たり、「留学生が日本で就職するためにどのように活動したらいいか」をテーマに設定し、「本学の支援体制の概要について」、「日
本での就職活動の基本の理解」の2つの観点から、本学キャリアアドバイザー及び一般社団法人留学生支援ネットワークの担当
者が留学生に分かりやすい内容となるよう配慮した説明を行った。また、本ガイダンスの内容は全て英語により実施し、本学の2
つのキャンパス（大岡山：120名，すずかけ台：70名）を遠隔中継して行った。実施後のアンケートにおいても定期開催を求める意
見等がある等、高評価を得られた。

博士後期課程学生の学生交流プログラム
海外派遣プログラムの多様化の一環として，新たにインペリアル・カレッジ・ロンドン（以下「イ
ンペリアル」）との博士後期課程学生の学生交流プログラム（第1回Imperial-Tokyo Tech
Global Fellows Programme）を実施した。プログラムには本学及びインペリアルから選考され
た博士後期課程学生39人（東工大生19名，インペリアル生20名）が参加し，共通テーマにつ
いてグループディスカッション，専門家による特別講義の受講，ポスター発表などを行った。
本プログラムの実施により，学生のリーダーシップ力及びコミュニケーション能力の養成，将
来の共同研究に繋がる可能性を秘めた若手研究者間ネットワークの構築に繋がった。また，
終了後のアンケートでは，参加者の約95％が分野横断的なグループの中で協働する能力が
身に付いたと回答しており，約97％の参加者が他の学生にこのプログラムを勧めたいと答え
ている。

〈 マネジメント体制図〉

取組内容の進捗状況（平成２９年度） 【東京工業大学】

Molecular Frontiers Symposium
スウェーデン王立アカデミーが2006年から開
始したMolecular Frontiers Symposium を本学
にて開催し、海外や本学のノーベル賞受賞者
等が講演を行い、東工大生もメンターとして参
加したグループワーク、実験教室を通して、
トップサイエンティストと高校生が交流した。

教育改革関連

〈本学ホームページより〉

〈自己紹介ポスターセッション〉



■ 国際的評価の向上につながる取組

■ 自由記述欄

「東工大の未来を語り合う大ワークショップ」を開催

〈総勢207名による大ワークショップで対話する様子 〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

学長裁量経費
全学の予算方針を策定するにあたり、前年度実績の見直しを行い、平成29年度の学長裁量経費は平成28年度全学共通分4.25%相
当から、全学共通分の4.5%相当に拡充した。

管理職における女性の割合
教職員の管理職における女性の割合が上昇し、前年度14.3%から20.4%となった。

【海外の大学との連携の実績】

【東京工業大学】

平成29年9月11日、12日にシンガポール南洋理工大学と第3回合同ワークショップを開催、本学からは理事・副学長（研究担当）、副学長（教
育運営担当）、副学長（研究企画担当）に加えて、分子化学、水素エネルギー、分離化学、感染症撲滅のための工学技術の4分野の研究者
9名が参加した。また全体会には、本学の博士課程教育リーディングプログラムの一つである情報生命博士教育院の教員、学生も参加した。

副学長(教育運営担当)、国際的認証評価WGメンバー及び事務局職員が、EUR-ACEなどの認証組織から国際的な高水準と認められて
いるオーストラリアのメルボルン大学を視察し、担当者との意見交換を行った。 なお、３月には日本技術者教育認定機構（JABEE）に予
備審査の申請を行った。

国際的認証評価

浮世絵イラストデータ
下記の浮世絵イラストを作成し、外国人留学生向けのパンフレットやQS社などの本学が掲載されている頁に掲載し目を引くよう工夫している。

本学の将来像やアイデンティティを共有するため、大規模なワ
ークショップを開催した。執行部・学生・教員・職員・卒業生総
勢207名が一堂に会し，本学の将来について「自分ごと」として
関わりを持ちフラットな立場で語り合った。これまでのワークシ
ョップの取組等により，本学の構成員が立場を超えて未来社
会を想像しつつ、実現したい東工大像を探求し、その具現化
に向けてどのように貢献できるのか話し合う機会をつくった。

〈2030年に向けた東京工業大学のステートメント (Tokyo Tech 2030) 〉
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